
菅
首
相
が
今
年
６
月
に

交
渉
参
加
を
目
指
し
て
い

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
）
は

①
関
税
を
原
則
撤
廃
し
貿

易
を
自
由
化
す
る
だ
け
で

な
く

②
例
外
な
き
貿
易
障
碍

（
非
関
税
障
壁
）
の
撤
廃

③
例
外
な
き
規
制
の
撤
廃

で
あ
り
、
農
業
分
野
だ
け

で
な
く
労
働
、
安
全
、
医

療
な
ど
国
民
生
活
全
般
に

わ
た
る
も
の
で
、
そ
の
犠

牲
は
、
全
国
民
に
及
ぶ
も

の
で
あ
る
こ
と
が
、
志
位

和
夫
委
員
長
を
先
頭
と
す

る
日
本
共
産
党
国
会
議
員

の
質
問
で
あ
き
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

志
位
委
員
長
は
、
２
月

３
日
の
衆
院
予
算
委
員
会

で
外
務
省
な
ど
関
係
省
庁

が
作
成
し
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

関
す
る
各
国
と
の
協
議
」

と
題
す
る
公
文
書
を
示
し

「
米
国
か
ら
非
関
税
障
壁

の
撤
廃
に
取
り
組
む
こ
と

が
要
求
さ
れ
る
。
日
本
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
た
め

に
は
関
税
の
問
題
で
も
非

関
税
障
壁
の
問
題
で
も
、

日
本
が
ア
メ
リ
カ
政
府
と

議
会
の
要
求
を
丸
の
み
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
」
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

昨
年
３
月
の
米
国
通
商

代
表
部
が
議
会
に
提
出
し

た
報
告
書
に
は
食
品
安
全

に
関
わ
る
分
野
で
「
牛
肉

の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
で
日
本
が

行
っ
て
い
る
月
齢
制
限
な

ど
の
規
制
を
緩
和
せ
よ
」

「
コ
メ
輸
入
の
際
の
安
全

検
査
を
緩
和
せ
よ
」
「
ホ

ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
の
食
品

添
加
物
の
表
示
を
や
め
よ
」

「
有
機
農
産
物
の
殺
虫
剤
、

除
草
剤
の
残
留
を
認
め
よ
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
食
料
を
完

全
に
外
国
頼
み
に
し
た
あ

げ
く
、
外
国
か
ら
輸
入
す

る
食
品
の
安
全
基
準
ま
で

ア
メ
リ
カ
の
い
い
な
り
に

な
る
と
追
及
し
ま
し
た
。

私
た
ち
日
本
共
産
党
は
、

「
開
国
」
ど
こ
ろ
か
、
日

本
と
い
う
国
の
あ
り
方
を

根
本
か
ら
壊
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

参
加
に
は
絶
対
反
対
で
す
。

貿
易
の
拡
大
は
当
然
で

す
が
、
食
料
、
環
境
、
雇

用
な
ど
市
場
ま
か
せ
に
し

て
は
な
ら
な
い
分
野
ま
で

自
由
化
一
辺
倒
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
と
く
に
食

料
に
つ
い
て
は
「
食
料
主

権
」
、
自
国
の
食
料
は
自

国
で
生
産
す
る
と
い
っ
た

立
場
に
立
っ
た
貿
易
ル
ー

ル
の
確
立
が
、
飢
餓
や
食

料
不
足
が
地
球
規
模
で
広

が
る
な
か
で
、
と
り
わ
け

大
切
で
す
。
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日
本
共
産
党
国
会
議
員
の
質
問
で

明
ら
か
に
！

ＴＰＰは まで 犠牲おしつけ････
あらゆる分野で

海外労働者の参入に道を開く

日本の労働者全体の賃金引き下げ圧力に

自動車整備工場のゾーニング規制の「見直し」

医療品･医療機器の承認期間の短縮

アメリカ産牛肉の月齢制限の撤廃

外資が経営する病院の設立

混合診療の全面解禁

保険会社の営利追求第一主義化

吉井英勝議員の質問から作成（赤旗）

・
・
・
・

残
留
農
薬
入
り
の
食
品
を
食
べ
よ
？

ＴＰＰによる労働、安全、医療･健康への懸念
日
本
共
産
党
の
吉
井
英

勝
議
員
は
２
月
10
日
の
衆

院
予
算
委
員
会
で
の
質
問

で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
だ
け

で
な
く
「
労
働
」
「
衛
生

植
物
検
疫
」
「
金
融
サ
ー

ビ
ス
」
「
環
境
」
な
ど

「
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
国
民

の
暮
ら
し
や
安
全
を
守
っ

て
い
る
規
制
や
基
準
が
対

象
に
な
っ
て
い
る
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

吉
井
氏
は
、
さ
ら
に
労

働
分
野
で
は
、
看
護
師
な

ど
専
門
職
に
と
ど
ま
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
海
外
労

働
者
の
参
入
に
道
を
開
く
」

と
告
発
し
、
日
本
の
労
働

者
全
体
の
賃
金
の
引
き
下

げ
圧
力
に
な
り
、
国
民
生

活
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
」

と
追
及
し
ま
し
た
。

海
外
労
働
者
移
入
で

賃
金
引
き
下
げ
！

衆
院
予
算
委

国
の
在
り
方
を
根
本
か
ら

壊
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
は

絶
対
反
対



( 2 )

●農業以外にも大きな打撃！
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
は
農
林
水
産

業
や
地
域
経
済
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
地
場
産
業
・

中
小
企
業
が
主
に
担
っ
て
き

た
繊
維
や
皮
革
・履
物
な
ど
も

完
全
自
由
化
に
な
り
、深
刻
な

打
撃
を
受
け
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
金
融
、保
険
、公
共

事
業
の
入
札
、
政
府
調
達
、医

師
、看
護
師
、弁
護
士
な
ど
労

働
市
場
の
開
放
ま
で
含
ま
れ

ま
す
。

ア
メ
リ
カ
政
府
が
た
び
た
び

日
本
に
迫
っ
て
き
た
郵
便
貯

金
や
医
療
保
険
の
民
営
化
・市

場
開
放
、食
に
関
す
る
独
自
の

安
全
基
準
の
撤
廃
な
ど
が
押

し
付
け
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
で

看
護
士
、
介
護
士
の
国
家
資

格
受
験
と
就
労
を
認
め
て
い

る
が
、
こ
れ
に
は
２
つ
問
題

が
あ
る
。
第
１
は
「
言
葉
の

壁
」
で
、
日
本
語
の
試
験
へ

の
合
格
者
が
き
わ
め
て
少
な

い
た
め
、
「
壁
」
の
緩
和
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
「
英
語

で
Ｏ
Ｋ
と
な
っ
た
場
合
、
英

語
で
症
状
を
訴
え
ら
れ
な
い

日
本
人
患
者
は
『
非
関
税
障

壁
』
患
者
に
な
る
の
か
」

（
田
中
康
夫
氏
「
月
刊
ゲ
ン
ダ
イ
10
年

11
月
18
日)

と
い
う
疑
問
も
出
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
す
れ
ば
、
極

端
な
合
格
率
の
低
さ
は
，
Ｅ

Ｐ
Ａ
で
製
品
を
ど
ん
ど
ん
売

り
み
な
が
ら
、
看
護
師
ら
の

受
け
入
れ
は
、
日
本
語
と
い

う
“
非
関
税
障
壁
”
で
ブ
ロ
ッ

ク
し
て
い
る
「
日
本
の
身
勝

手
さ
の
象
徴
」
と
映
る
の
で

は
な
い
か
」
２
月
９
日
付
読

売
社
説
は
書
い
て
い
る

第
２
に
現
在
政
府
は
タ
イ

や
イ
ン
ド
な
ど
に
は
受
験
も

就
労
も
認
め
て
い
な
い
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
、

相
手
国
に
よ
る
対
応
の
違
い

が
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が

強
い
。
ま
た
、
職
種
を
限
定

し
た
移
民
労
働
の
自
由
化
自

体
が
「
非
関
税
障
壁
」
と
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
日
本

経
団
連
・
米
倉
弘
昌
会
長
は

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
機
に
、
日

本
（
企
業
）
に
忠
誠
を
誓
う

外
国
か
ら
の
移
住
者
を
ど
ん

ど
ん
奨
励
す
べ
き
だ
」
と
公

言
し
て
い
ま
す
。

本
来
、
ロ
ー
ン
担
保
能
力

が
全
く
な
い
貧
困
者
に
住
宅

バ
ブ
ル
を
前
提
に
金
を
貸
し

こ
み
、
住
宅
価
格
上
昇
分
を

車
な
ど
の
ロ
ー
ン
に
充
て
さ

せ
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー

ン
の
手
口
、
つ
ま
り
「
金
融

工
学
」
を
駆
使
し
た
投
機
的

な
詐
欺
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
手
口
か
ら
す
れ
ば
、
日
本

の
ロ
ー
ン
の
上
限
を
年
収
の

３
分
の
１
に
規
制
し
始
め
た

の
は
、
と
ん
で
も
な
い
「
規

制
」
「
非
関
税
障
壁
」
と
い

う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

日
本
医
師
会
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
参
加
に
よ
っ
て
、
日
本
の

医
療
に
市
場
原
理
主
義
が
持

ち
込
ま
れ
、
最
終
的
に
は
国

民
皆
保
険
の
崩
壊
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
面
が
あ
る
と
懸

念
さ
れ
る
」
と
次
の
よ
う
に

批
判
し
て
い
る
。
（
「
日
本
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
向
け
て
の
日
本
医
師

会
の
見
解
」
12
月
1
日
）

「
日
本
の
医
療
は
、
市
場
原

理
主
義
を
導
入
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一

つ
が
混
合
診
療
（
保
険
診
療

に
保
険
外
診
療
「
自
由
診
療
」

を
併
用
す
る
）
の
全
面
解
禁

で
あ
る
。
混
合
診
療
を
全
面

解
禁
す
れ
ば
、
診
療
報
酬
に

よ
ら
な
い
自
由
価
格
の
医
療

市
場
が
拡
大
す
る
。
こ
れ
は

外
資
を
含
む
民
間
資
本
に
対

し
、
魅
力
的
か
つ
大
き
な
市

場
が
開
放
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
す
る･

･
･
･

し
か
し
、
営
利

を
追
求
し
な
い
医
療
法
人
に

比
べ
て
、
株
式
会
社
は
配
当

の
た
め
に
、
よ
り
大
き
な
利

益
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
問
題

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」

と
し
て
、
①
医
療
の
質
の
変

化
、
②
不
採
算
な
患
者
や
部

門
、
地
域
か
ら
の
撤
退
、

③
公
的
医
療
保
険
範
囲
の
縮

小
、
④
患
者
の
選
択
、

⑤
患
者
負
担
の
増
大
な
ど
の

問
題
点
を
上
げ
て
い
ま
す
。

小
泉
「
構
造
改
革
」
で
ア

メ
リ
カ
の
強
い
要
求
を
反
映

し
て
民
営
化
に
踏
み
出
し
た

郵
政
民
営
化
は
民
主
党
政
権

に
な
っ
て
「
見
直
し
」
さ
れ
、

そ
の
路
線
に
一
定
の
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
の
交
渉
と
な

れ
ば
、
完
全
民
営
化
へ
の
圧

力
が
強
ま
る
こ
と
は
必
至
で

あ
る
。
（
農
民
連
・
真
嶋
良
孝
氏
）

こ
う
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、

ア
メ
リ
カ
主
導
で
、
例
外
の

な
い
関
税
撤
廃
、
ゼ
ロ
関
税
、

モ
ノ
の
取
引
か
ら
知
的
財
産
、

企
業
、
資
本
、
労
働
環
境
、

政
府
調
達
ま
で
を
覆
い
つ
く

す
も
の
で
あ
っ
て
、
日
米
安

保
条
約
の
対
米
従
属
の
も
と

に
あ
る
我
が
国
を
、
日
米
安

保
条
約
の
第
２
条
で
い
う
経

済
協
力
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、

ア
メ
リ
カ
主
導
の
「
環
太
平

洋
経
済
共
同
体
」
に
引
き
ず

ち
込
も
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
将
来
的
に
は
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
51
番
目
の
「
日
本
州
」

と
し
て
の
「
昇
格
」
（
実
は

降
格
）
も
あ
り
う
る
よ
う
な

も
の
な
の
で
あ
る
。

(

村
田
武
氏
）

日
本
語
も

英
語
を
喋
れ
な
け
れ
ば
入
院
で
き
な
い
？

(

人
の
移
動)

の
自
由
化

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化

(

人
の
移
動)

の
自
由
化

日
本
は
ア
メ
リ
カ
の


